
無量寿の
バトンタッチ

青木新門(作家・詩人）
私は、親鸞聖人のみ教えに

出遇う幸運に恵まれました。
納棺夫になってよかったと心
から思うばかりです。親鸞聖
人は、正しく仏教を伝えた
「師主知識」の大切さを忘れ
ませんでした。如来大悲に遇
えたことと師主知識に遇えた
ことの二つをきちんと押さえ
て、「如来大悲の恩徳は、身
を粉にしても報ずべし、師主
知識の音読もほねをくだきて
も謝すべし」(「正像末和讃」）
と、心からの感謝の和讃をし
ておられます。
私は親鸞聖人の「教行信証」
を始めて読み終えた時、不思
議に思ったことがありました。
聖人自身のおことばがほとん
どないことに気づいたのです。
その九割ほどが「大無量寿経」
や「涅槃経」などの仏典から
の引用と、七高僧の真言の引
用なのです。残る一割ほどの
聖人のお言葉は、そのほとん
どが懺悔と讃嘆でした。
哲学者・三木清は、「親鸞

の文章にはいたるところ懺悔
がある。同時にそこにはいた
るところに讃嘆がある。懺悔
と讃嘆と、讃嘆と懺悔と、常
に相応じている。単なる懺悔、
讃嘆を伴わない懺悔は真の懺
悔ではない。懺悔は讃嘆に移
り、讃嘆は懺悔に移る、そこ
に宗教的内面性がある」(「三
木清全集」）と書き残してお
られます。私は、この三木清
の言葉に共感して以来、いろ
いろな親鸞聖人に関する書物
を読むたびに、讃嘆も懺悔も
ないまま、それゆえ信のない
まま、「私はこう思う、私は
このように解釈する」と自己
主張する書物のなんと多いの
だろうと思ったことでした。

私も以前は、そう思ってい
たのです。なぜなら、自分の
特色を出すことが独創的な作
品や論文を作るうえで大切な
ことだと思っていたからです。
ところが、親鸞聖人の「教行
信証」には自己主張が皆無な
のです。そのことは、仏典で
あれ、七高僧のおことばであ
れ、如来が発した言葉と思わ
れる真言のみを厳選して引用
されているからにほかなりま
せん。如来の真言に対して
「私はこう思う」と付け加え
ることは疑を挟むことになる
のです。親鸞聖人が選ばれた
真言をただ信じればよいので
す。(「いのちのバトンタッチ」
東本願寺出版）

聞法会開幕。
日時 4月21日(水）午後2時
会場 稱念寺(天王寺区夕陽丘町）
講師 大橋恵真先生
（18組 遠慶寺住職）
参加費 500円
体調のすぐれない

方は無理されないで
ください。

第２組門徒会
新体制でスタート
各寺院から門徒会員の選定

を受けて、今回はコロナ感染
を考慮して、12日に組長・副
組長と正副門徒会長協議の結
果を、会員の承認いただきま
した。（以下、敬称略）
会長 中嶋ひろみ(光照寺）再
任。副会長 吉田雄彦（法山
寺）再任。同 本持喜康（即
應寺）再任【会計・事務局兼
務】。常任委員 浪花博(法山
寺）再任、同 横井淳(行圓寺）
再任、石川武(紹隆寺）新任。
(敬称略）任期は2021年3月10
日から2024年3月9日です。
あゆみの会も門徒会と共に

第２組の仏事を進めて参りま
す。合同研修会は、6月開催予
定です。
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親鸞のことば
信じることの意味を考える
涅槃の真因はただ信心を持っ
てす（教行信証）

人をこの迷いの世界から解き

放つものは、阿弥陀さまの本願

を信ずる心である、と親鸞は言

います。では、信じるとはどう

いうことなのでしょうか。

私たちが「あなたを信じる」

という時、そこには自分にとっ

て都合よく相手を信じたいとい

う願いが潜んではいないでしょ

うか。そんな思いを秘めた「信

じる」は、真実の信ではないの

です。ただ、真実の信ではない

とわかったとしても、人は自分

の都合でしか信じることができ

ない生き物です。そんな矛盾の

中で、阿弥陀さまを信じること

を問い続けるのが、さとりへの

道の歩みと言えるでしょう。

(名古屋別院監修「人生を照らす
親鸞の言葉」リベラル社刊）

コロナは禍か？
昨年来、再三にわたりニュー

スでも、自分は「コロナ禍」と

書いてきました。一楽真先生

(大谷大学教授）の法話で、そ
れが、世間的理解だと気づかさ

れました。先生は「仏教でいえ

ば『禍』だという風には、一方

的には決めつけられない」「そ

もそも我々はこういう世界の中

に初めからあったということ。

これを改めて突き付けられてい

るということである」と言われ

ます。また「親鸞聖人のお手紙

に「『生死無常のことわり』つ

まり、いつ何時、いのちは終わ

るかわからないということ、こ

れは道理・いのちの事実であっ

て、そもそも如来が初めから教

えてくださってます」「だから

病気になったり、災害に遭った

りして亡くなって、こんなはず

ではなかったという風に驚きま

すが、実は生まれたということ、

生きているということ自体がそ

ういういのちの事実を持ってお

るのですよ」と。先生は「如来

のまなこを持ちましょう」と言

われました。あらためて、肝に

銘じます。(本）

宗祖親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要テーマ「南無阿弥陀仏ー人と生まれたことの意味をたずねていこうー」



紙上法話
大無量寿経の仏道②

延塚知道先生
生活を挙げ

て、ずうっと

守ってきたん

やと思う。やっ

ぱり命がけで、

大地に埋もれ

るようにして

守ってきたん

やと思う。

そして、そういう人たちが

有名になって、みなから何か

言われるかっていったら、そ

んなこと何もないんや。念仏

者のじいちゃん、ばあちゃん

として生きて、じいちゃんと

ばあちゃんのまま死んでいっ

た。

そやけど、ずっと大地の中

に染み込むように、お念仏を

伝えてきとるんやね。そうい

う仏教を説いているのが、こ

の『大無量寿経』という経典

だと、こう言われているんで

す。こりゃ、がんばらないか

んわ。そりゃあ『大無量寿経』

の話をするんだから、がんば

らなあかん。

出来の悪い弟子
『大無量寿経』の話をする前

に、この二つの経典の性格を

言っておきますね。やっぱり

今日は勉強して帰ってくださ

い。大学院クラスの勉強して

ね。

『法華経』という経典は、

お釈迦さまが誰に説かれたか

知っとる？名前聞いたら知っ

とるわ。それは、舎利弗です。
しゃりほつ

この舎利弗という人は、仏弟

子の中で一番勝れた人でした。

僕のような、こんなぼうっと

したのと違う、もっと勝れた

人でした。

では『大無量寿経』は、誰

に説かれたか知っとる？えっ、

阿難？そうそう、よう知っと

るねえ。阿難、阿難に説かれ

た。ところが、この阿難とい

う人は仏弟子の中でも一番出

来が悪かった人。阿難はお釈

迦さまのそばで、一生懸命に

お釈迦さまの世話をした人や。

たとえば『維摩経』という
ゆいまきょう

経典に、こんな話がある。

阿難がね、お釈迦さまの世話

を一生懸命しとる。ご飯の世

話したり、体の世話をしたり

すんのや。そしたらある日の

朝、阿難がワーッと走り回っ

とる。

それで維摩という人が「お

い阿難、お前どうしたんや」

て聞いたら「いま、牛乳を買

いに行くんや」「何でや」て

言ったら、「お釈迦さまが病

気や。だから牛乳持ってきて、

お飲みいただいて、お釈迦さ

まに元気になってもらわない

かん」て言って、牛乳買いに

行くんや。

そしたら維摩という人が、

この人はものすごく偉い人や。

「お前、何を考えとるんや」っ

て。「お釈迦さま、仏身は病

気しない。悟りを覚ったお釈

迦さまは、本当は病気になれ

へんのや。それがあえて病気

された姿をとって何を教えて

いるのかわかっとるんか」と

怒られる。

お釈迦さま

は覚った人や

から病気をし

ない。だけど

私たちと同じ体をもって、あ

えて病気したということは、

病気してもその病気にとらわ

れない。「少しも病気を苦に

されないで、病気の中にあっ

ていつでも晴れ晴れとした顔

をされる。そして仏教という

ものがどういう教えかという

ことを、つまり、生老病死の

苦を超えるもの。そういうこ

とを僕たちに教えとるんだ」

と言って、阿難は怒られます。

それでも阿難は「そんなこ

とを言っても病気や」と言っ

て、牛乳を買いに行って、そ

して一生懸命お給仕するんで

すね。阿難という人は、もの

すごく優しい人や。だけど、

仏教が分っているか、分かっ

てないかというと、お釈迦さ

まが生きている間、悟りを開

けなかった人なんですね。最

後まで悟りを開けなかった人。

エリートの弟子
ところが舎利弗は、仏弟子

の中で一番勝れた人です。こ
すぐ

の『法華経』という経典は、

ある日ねお釈迦さまはこう言

われるんです。「今まで説い

てきたのは、あれは方便だ」

と、「本当は一乗だ」と。一

乗ってわかりますか。これは

仏教の悟りはどんな人も漏ら

さない、そういう広やかな仏

教の悟りの名前なんです。

だから今までお釈迦さまは、

三乗というものを説いてこら

れた。本当は一乗の悟りが、

一番大事なんだと。だから、

今までは方便であったという

んですよ。そうしたら、皆、

怒ったんや。聞いてた人たち

が、菩薩たちが怒ったんや。

「ほんだら、今までは何やっ

たんや。私たちは一生懸命聞

いてきたのに。今まで聞いて

きたから悟りを開いているの

に、私のことどうしてくれる

んや」悟りを開いている人た

ちが、その場からざあっと出

ていきます。

あと何人しか残りません。

舎利弗と、あと数人しか残ら

ん。それで、その舎利弗が

「お願いだからお釈迦さま、

仏教を説いてください。その

一乗の法を説いてください」

するとお釈迦さまは「もう、

説いても分からんから、やめ

た」舎利弗は「そんなこと言

わんと、お願いやから」と、

三回たのみます。そしたらお

釈迦さまは、三回目に一乗の

法を説きだされる。仏の顔も

三度っていうのはここからき

ているんです。

お釈迦さまは、経典の中で

必ず三回、だからこの『法華

経』も、三止三請という、頼

んだのに「説かん、説いても

わからん」と言って説かれな

かった。三回目にやっと、

「それでは」と、説かれだす。

ところがそれを聞いた人は、

ほんのちょっとだけ。あとの

人たちはみな出て行ってしまっ

た。だから仏弟子の中でも本

当に優れた人だけが、エリー

トだけが聞いた教え。それが

『法華経』ですね。何人しか

聞いていない。(つづく）
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